新設緑の少年団助成事業実施要領
　（趣旨）
第１　新設緑の少年団に対する活動助成を本要領に定める。
　（対象団体）
第２　助成事業対象団体は、新たに設置された緑の少年団とする。
　（事業内容）
第３　この事業の助成対象とする緑の少年団活動内容は、次のとおりとする具体例は（別表参照）。
ア　森林や樹木への親しみを深める体験活動
イ　地域との交流による森林・みどりづくり活動
ウ　その他森林やみどりに関する特色ある活動
　（助成経費）
第４  １団体あたりの助成金は５万円を上限とする。
（助成対象）
第５ 　助成対象経費は次のとおりとする。
	科　目
	区　分
	摘　　　　　要

	 交通費
	 
	バス借り上げ料

	 資材費

	 消耗品
	苗木・種子・支柱・肥料、樹名板等

	
	 器具・用具

	スコップ、ホース、剪定ばさみ、ノコギリ等
　※ただし、児童・生徒が使用するものに限る。

	 教材費
	
	図鑑、双眼鏡等

	 指導者経費
	 謝金等
	外部指導者の謝金及び交通費


　（実施時期）
第６　新設された年度において実施される活動で、２月末日までに終了する活動を対象とする。　　　
　（事業申請書の提出）
第７　事業の実施を希望する緑の少年団の代表者（以下「申請者」という。）は、栃木県緑の少年団連盟会長（以下「会長」という。）が別に指定する期日までに、事業申請書（様式１）を会長に提出しなければならない。
　（事業実施者の選定）
第８　会長は、前項の選定を行ったときは、申請者に対し、交付決定通知（様式２）を送付する。
　（事業内容の変更）
第９　前条の規定により交付決定を受けた申請者（以下「事業実施者」という。）は、助成金の交付決定を受けた事業（以下、「助成事業」という。）について、次の各号のいずれかに該当する変更をしようとするときは、あらかじめ事業変更の承認申請書（様式３）を会長に提出し、その承認を受けなければならない。
(1) 助成金の額に増減を生じるとき
(2) 助成事業の内容を変更しようとするとき
　（実績報告、助成金の請求）
第10　事業実施者は、事業の完了後すみやかに、実績報告書兼請求書（様式４）を作成し、関係書類を添えて会長に提出しなければならない。これを受けた会長は、内容を確認し、適正と認めた場合は、助成金の額を確定し、事業実施者が指定する口座に送金するものとする。
　（指導助言）
第11  事業実施にあたり、緑化推進員及びグリーンアドバイザーは、必要に応じて事業実施者に対し指導助言を行うものとする。
　（交付決定の取り消し等）
第12　会長は、事業実施者が次の各号のいずれかに該当すると認めたときは、助成金の交付決定を取り消し、又は変更することができるものとする。この場合において、既に助成金が交付されているときは、会長はその全部、または一部の返還を命じることができるものとする。
(1) 助成金を他の用途に使用したとき。
(2) 助成金交付決定の内容またはこれに付した条件に違反したとき。
(3) その他この要領に違反のあったとき。
　（その他）
第13　この要領に定めるもののほか、助成金の交付に必要な事項は、会長が別に定めるものとする。
　
　　　附　則
　この要領は、平成３０年４月２日から適用する。
（様式１）
令和　　年度新設緑の少年団助成事業申請書
令和　　年　　月　　日　
栃木県緑の少年団連盟
会長　　　　　　　　　　　様
	
	住所
実施団体名
代表者                           
（担当者名、電話番号）


　令和　　年度新設緑の少年団助成事業を実施したいので、実施要領第７の規定に基づき申請します。
記
１　実施目的
２　事業実施期間　　令和　　年　　月　　日　～　　令和　　年　　月　　日
３　事業計画
	活動内容
	実施時期
	活動場所
	参加人数

	※具体的に記載のこと（「植樹活動」「地域の花壇整備」等）

	
	
	


４　収支計画
（１）収入
                                                             　　　　    単位：円
	区　分
	予算額
	備　考

	 助成金
	
	新設緑の少年団助成金

	 自己資金
	
	

	
	
	

	計
	
	

	


（２）支出
                                                                    単位：円
	区　分
	予算額
	うち助成金
	助成金の積算内訳

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	計
	
	
	


     ※活動内容（「植樹活動」「地域の花壇整備」等）ごとに区分して記入すること。
（様式３）
令和　　年度新設緑の少年団助成事業変更承認申請書
令和　　年　　月　　日　
栃木県緑の少年団連盟
　　　　　　　　 　会長　　　　　　　様
	
	住所
実施団体名
代表者                           
（担当者名、電話番号）


　令和　　年　　月　　日付けで交付決定通知のあった令和　　年度新設緑の少年団助成事業を次のとおり変更したいので、実施要領第９の規定に基づき申請します。
１　変更事項
	変更事項
	当初計画
	変更計画

	
	
	


２　変更理由
	


３　変更事業計画
	活動内容
	実施時期
	活動場所
	参加人数

	※具体的に記載のこと（「植樹活動」「地域の花壇整備」等）

	
	
	


（様式４）
令和　　年度新設緑の少年団助成事業実績報告書兼請求書
令和　　年　　月　　日　
栃木県緑の少年団連盟
会長　　　　　　　　様
	
	住所
実施団体名
代表者                           
（担当者名、電話番号）


　令和　　年　　月　　日付けで交付決定通知のあった令和　　年度新設緑の少年団助成事業を実施しましたので、実施要領第１０の規定に基づき、関係書類を添えて実績を報告します。
併せて、助成金　　　　　　　　　　　円を請求します。
記
１　事業実施期間　　令和　　年　　月　　日　～　　令和　　年　　月　　日
２　事業実績
	活　動　内　容
	実施時期
	活動場所
	参加人数

	※具体的に記載のこと（「植樹活動」「地域の花壇整備」等）

	
	
	


３　収支決算
（１）収入
                                                                    単位：円
	区　分
	決算額
	備　考

	 助成金
	
	新設緑の少年団助成金

	 自己資金
	
	

	
	
	

	計

	
	


（２）支出
                                                                    単位：円
	区　分
	予算額
	うち助成金
	助成金の積算内訳

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	計
	
	
	


     ※活動内容（「植樹活動」「地域の花壇整備」等）ごとに区分して記入すること。
　　　　　購入した際の領収書または請求書の写し（コピー）を添付すること。
　（３）振込先

	助成金振込先

	銀行名
	支店名
	口座番号

	
	
	
	

	
	フリガナ
	

	
	名　　義
	

	
	担当者名
	ＴＥＬ

	
	
	


別　表　　助成対象とする活動内容の具体例
	区　　分
	具　　　　　体　　　　　例

	ア　森林や樹木への親しみを深める体験活動

	・校庭の樹木への樹名板の設置
・植樹や間伐、枝払い、落ち葉清掃等の森づくり体験
・学校林等森林の中での自然観察やネイチャーゲーム
・木の枝や実を使ったクラフトづくり、木工教室、しいたけ栽培等の体験活動
・外部講師による森林の働きや自然保護等に関する講話

	イ　地域との交流による森林・みどりづくり活動

	・地域の高齢者グループ等と交流しながら行う学校内外の緑化活動
・地域の道路沿線や公園等の花壇整備、
・地域の公共施設等への花苗の寄贈
・地域のボランティア等を講師とする学校周辺の自然観察

	ウ　その他森林やみどりに関する特色ある活動

	・地区内の学校等と合同で行う緑化活動や自然体験活動等
・間伐材を使った炭焼体験
・地域の稀少植物の保護活動
・その他地域の特色を活かした活動




